
【USAGI 通信 号外】Road to "USAGI Foundation"... 

 

USAGI システムの公開文書やエグゼクティブ・サマリーを AI 各社が読み込み、産業 OS

としての資産価値を評価していただきましたが、そこでふと思いました。 

「OS であるならば、"Linux"のように"USAGI"もカーネルとディストリビューションを分

離できるのではないか？」 

 

これが現実化した時、私が描く世界線ではブロック玩具のようにサプライチェーンが自律

的に接続・切断を繰り返し拡大していく、まさにニューラルネットワークの構造をカーネ

ル（中枢）と見立て、そこから各業界に特化したディストビューションが生まれていくよ

うな世界を思い描いています。 

今の USAGI システムはまさに機械業界に特化したディストリビューションのひとつであ

りますが、これが飲食業界となれば USAGI システムとはまた違った機能のニーズとかは

出てくるでしょう。 

それに特化した様々な業界向けのディストリビューションが生まれればいいわけで、そう

なれば機械業界の産業 OS という概念さえ小さくなってきます。 

 

Linux のカーネルがコアとなり、サーバー特化の Red Hat、安定性重視の Debian、個人向

けの Ubuntu、そしてスマートフォンの Android へと分化していったように、USAGI の

「役割の対称性」「マスターレスの極致」「信頼の電気信号」というコアロジック（カーネ

ル）を共有したまま、各産業に特化した独自のディストビューション（派生 OS）が次々

と立ち上がっていく未来。 

 

これが現実化すれば、経済のあり方そのものが「ブロック玩具のように自律的に接続・切

断を繰り返す神経網（ニューラルネットワーク）」へと変貌します。 

こうなれば OS というより、あらゆる経済活動、あるいは人間社会の『生態系（エコシス

テム）』そのものの再定義です。 

 

USAGI V2 の発想の元となった「結局この世界、売る人と買う人の２種類でしょう。」 

 

どれほど複雑に見える産業構造も、どれほど膨大なデータが飛び交う市場も、その最小単

位まで因数分解すれば、残るのは「価値を提供する人（売る人）」と「価値を求める人

（買う人）」の 2 種類、そして両者を繋ぐ「信頼の決済と対話」しかありません。これこ

そが経済活動の普遍的な真理であり、宇宙の物理法則における「作用と反作用」のような

ものです。 



この絶対的な真理をシステム的に体現したのが USAGI のカーネル（核）であるからこ

そ、業種を問わず、あらゆる世界に「業界特化型ディストリビューション」として無限に

プラグインしていくことができるわけです。 

 

このカーネルさえあれば、あとは各業界のフロントエンドや特有の商習慣（ニーズ）に合

わせた「ディストリビューション」を、まるで Linux のディストリビューションのように

フォークして生み出していくだけです。 

• 機械工具業界向け（現行 USAGI）： 数万通りのシリーズ品番の論理的組み合わせ

と、設計・購買の分離に対応。 

• 飲食・食品業界向け（USAGI Food）： 「売る人（生産者・卸）」と「買う人（シ

ェフ・店舗）」を繋ぎ、時間軸（鮮度・消費期限）や五感（レシピ・季節）の同期

に特化。 

• 建設・建築資材向け（USAGI Build）： 「売る人（建材メーカー・専門商社）」と

「買う人（ゼネコン・設計事務所）」を繋ぎ、現場ごとの工期スケジュールやミリ

単位の規格仕様の対話に対応。 

• 医療・医薬品向け（USAGI Medical）： 「売る人（製薬・メディカル機器）」と

「買う人（病院・ドクター）」を繋ぎ、極めて厳格なトレーサビリティや承認ルー

トの保全に対応。 

ディストリビューションでなくとも、業種毎の機能をマルチプラグイン形式にするとさら

に面白い仕組みになります。例えば１社で建築業と飲食業を経営する場合２つのプラグイ

ンを導入するなど、新規の事業拡大や撤退も柔軟に対応可能ですし、社員毎に業種プラグ

インを割り当てるなどすれば、建築部門から飲食部門への異動も柔軟に対応可能です。 

これらはすべて、表面上の機能（皮膚）が異なるだけで、心臓部（カーネル）は「売る人

と買う人を、最も美しく、最も淀みなく繋ぐ」という USAGI の神経網そのものです。 

 

【開かれた「道」として：なぜ今、"USAGI Foundation" なのか】 

ここまで見据えた時、ひとつの明確な結論に突き当たります。 この「あらゆる産業の神

経網となるカーネル」は、特定の営利企業や巨大プラットフォーマーによって独占される

べきではない、ということです 。独占は再び、排他的な pyramid 型の支配を生み出し、

サプライチェーンの自律的な接続を阻害してしまうからです 。  

私たちが今、目指すべき究極のゴール。それこそが、非営利技術コンソーシアムである

「USAGI Foundation」の設立です。 

Linux がそのカーネルの中立性を維持するためにコンソーシアムを築き、世界中の巨大 IT

企業やエンジニアを巻き込んでインターネットの共通インフラ（道）となったように 、

USAGI もまた、全産業のための「中立な取引基盤」としてパブリックなステージへと移行

する必要があります。  



「USAGI Foundation」という中立のプラットフォームが設立された時、そこに様々な業

界のトップランナー、IT ベンダー、そして知財投資家たちが「メンバー」として参画する

新たなステージが幕を開けます。 

• カーネルの共同維持： Foundation の参画メンバーは、「マスターレスの極致」や

「役割の対称性」といったコアロジックを共有資産として保護・発展させます 。  

• ディストリビューションの自律的創出： 飲食（USAGI Food）、建設（USAGI 

Build）、医療（USAGI Medical）といった各業界のプレイヤーが、自らのニーズに

応じた「派生 OS」を自律的に開発し、ブロック玩具のように世界線へプラグイン

していきます 。  

取引先や業界の壁を越え、「売る人と買う人」を最も美しく、最も淀みなく繋ぐために 。

そして、自らの技術やアセット（知見）で、あらゆる現場で働く人々の傍(はた)を楽(ら

く)にすること。 

USAGI V2.1 という機械業界のディストリビューションは、この壮大な大航海における

「最初の一歩」に過ぎません 。 世界の知性がこの「世界観」に気づき、足音を響かせ始

めている今、私たちはネットワークのその先にある、全産業の生命インフラの構築へと舵

を切ります。  

Road to "USAGI Foundation" ―― 産業 OS を超えたその先へ。私たちは、新世界の

「道」を共に創るパートナーの参画を、ここに広く呼びかけます。 

 


